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六
月
定
例
会
が
、
六
月
三
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
十
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、

条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
市
道
路
線
の
認
定
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
及
び
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

な
ど
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
八
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
同
意
。
議
員
提
出
議
案
で
は
、
意
見
書
五
件

を
可
決
し
ま
し
た
。
陳
情
は
四
件
を
趣
旨
了
承
、
一
件
を
継
続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
月
臨
時
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
二
件
に
同
意
、
正
副
議
長
や
各
委
員
会
な
ど
の
構
成
が
新
し
く
決
ま
り
、
七
月
臨
時
会
で
は
、
専

決
処
分
一
件
を
承
認
、
農
業
委
員
会
の
委
員
を
推
薦
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果
は
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

申
請
等
の
一
部
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能
に

申
請
等
の
一
部
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能
に

申
請
等
の
一
部
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能
に

臨
時
会
で
新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る

　
七
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
七
月
臨
時

会
で
は
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
議
会
が
学
識

経
験
者
を
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
も
の
で
、

綱
島
淳
子
さ
ん
（
深
谷
）、
栗
原
久
代
さ
ん

（
小
園
）、
内
藤
寛
議
員
、
篠
崎
徳
治
議
員

の
四
人
を
推
薦
し
ま
し
た
。
（
各
委
員
会

な
ど
の
構
成
一
覧
は
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

ま
た
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
専
決
処
分

に
関
す
る
議
案
は
、
地
方
債
の
借
り
換
え

に
伴
う
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
補
正
で
、

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
六
月
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
の
う
ち
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
は
、

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
、
住

民
票
の
写
し
交
付
申
請
や
公
文
書
公
開
請

求
等
の
手
続
き
の
一
部
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
可
能
と
な
り
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
と
行
政
運
営
の
簡
素
化
・
効
率
化
に

資
す
る
も
の
、
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
商
法
の
改

正
に
伴
う
も
の
、
文
化
財
保
護
条
例
の
一

部
改
正
は
、
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
道
路
線
の
認
定
議
案
三
件

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
か
ら
最
終
日
に
追
加
提
案

さ
れ
た
終
末
処
理
場
水
処
理
設
備
更
新
工

事
（
機
械
）
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

関
す
る
議
案
を
可
決
、
任
期
満
了
に
伴
う

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
で
は
、
杉
本
美
奈
子
さ
ん
（
寺
尾
中
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
五
件
の
う
ち
、
十
六
日
に
可
決

し
た
地
方
六
団
体
改
革
案
の
早
期
実
現
に

関
す
る
意
見
書
は
、
真
の
三
位
一
体
改
革

の
実
現
を
求
め
る
も
の
、
地
方
議
会
制
度

の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書
は
、
地
方

議
会
の
機
能
強
化
及
び
そ
の
活
性
化
の
た

め
、
抜
本
的
な
制
度
改
正
が
図
ら
れ
る
よ

う
求
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
最
終
日
に

は
、
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
制
度
の
悪
用
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
民
基

本
台
帳
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
ほ
か

二
件
を
可
決
し
、
そ
れ
ぞ
れ
国
な
ど
の
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。
（
意
見
書
は

四
〜
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
五
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
五
月
臨
時

会
で
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議

長
に
近
藤
秀
二
議
員
、
副
議
長
に
上
田
祐

子
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
、
各
常
任
委
員
会
委

員
及
び
基
地
対
策
特
別
委
員
会
委
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
高
座
清

掃
施
設
組
合
及
び
広
域
大
和
斎
場
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
本
市
議
会
選
出

議
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
か

ら
は
二
議
案
が
提
出
さ
れ
、
監
査
委
員
に

山
岸
篤
郎
議
員
を
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
近
藤
亘
さ
ん
（
寺
尾
台
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
の

推
進
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
私
ど
も
両
名
は
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
議
長

並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
身
に
あ
ま
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

終
始
中
立
公
正
な
立
場
で
円
滑
な
る
議

会
運
営
に
努
め
、
市
政
の
意
思
決
定
機

関
と
し
て
、
市
民
の
声
を
的
確
に
反
映

さ
せ
、
皆
様
の
信
頼
に
応
え
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
政
に
対
す
る
市
民
各

位
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副議長
上田　祐子

議長
近藤　秀二

６月定例会

７月２２日、新庁舎完成後の平成９年４月から、毎月１回、昼休みに開催されている市民ホールコンサートが、
記念すべき１００回目を迎えました。訪れた市民は、ジャズの生演奏のリズムに合わせ、自然とスイングして
いました〈市役所窓口棟１階にて〉
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